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のもの、B)20種類程度のタグを用いた書き起こ

しテキスト､C)書き起こしテキストの形態論情報

が提供される。また、データの一部､50万語(44

時間程度）については､音声研究用の情報も提供

されるが[4]、この情報は、今回の研究では利用

していない。

CSJの書き起こしテキストは、「基本形｣と｢発

音形｣と呼ばれる2種類のフォーマットによって

提供されている。基本形はCSJ用に独自に考案

した正書法に従った漢字仮名混じり表記テキス

トで、表記のゆれを排除している。これに対して

発音形は片仮名表記によって､実際の発音をでき

るだけ忠実に転記したテキストである[5]・

今回の研究との関係において重要なのは､長母

音を有する可能性がある語は､基本形においては

長母音を有する形で転記されており、また､発音

形においては､母音の長短が転記作業者の耳に聞

こえたとおりに転記されている点である｡従って、

例えば基本形で「データー」を検索し、得られた

個々のサンプルに対応する発音形を分類するこ

とによって、「データ｣、「デター｣、「デタ」など

の出現頻度を容易に知ることができる。

次に形態論情報とは､長短2種類の形態論的単

位（短単位と長単位と呼ぶ[1]）を用いた形態論

的単位(以下では単純に｢語」と呼ぶことがある）

への分割と､分割された要素に対する品詞情報の

ことである。

今回の研究ではCSJの一部､約88万短単位を

利用した。このサブセットには、国語研究所の研

究者が手作業で短単位情報を付与しており、ラン

ダムサンプリングで測定した精度は約99.5％で

ある｡長単位情報は短単位情報の結合規則によっ

て半自動的に導出しており、現時点での精度は約

95％である。

実際の分析作業においては､書き起こしテキス

トを処理するのではなく、国語研の山口昌也氏が

作成した短単位を単位としたRDBを利用した。

1．はじめに

日本語では長母音が短母音のように短く発音

されることがあり、国語学ではこれを長母音の短

呼と呼んでいる。この現象は、いわゆる言語変異

(linguisticvariation)の一種である。しかし、短
母音と長母音の対立は日本語(東京語）の音韻特

徴の一部をなしているから､母音の無声化のよう

な音声レベルの変異に比べれば､言語情報の伝達

にとってより本質的な問題である。

本研究は長母音の短呼率に影響をおよぼす

種々の要因を明らかにすることを目的とする｡長

母音の短呼については､既にいくつかの先行研究

があるが､本研究では大規模な自発音声のデータ

ベースを解析することによって､この現象の本質

に迫りたいと考える。そのために、筆者らが現在

開発を進めている『日本語話し言葉コーパス』

(CorpusofSpontaneousJi邪ﾌα"esel以下CSJと略す
る)の一部を利用した。また、この種のコーパス

が音声研究に貢献するかどうかを検討すること

も本研究の副次的な目的である。

2．データについて

2．1CSJ

CSJは日本語の自然なモノローグを大量に収

録して付加情報を付し､情報処理および言語研究

での利用に供することを目的とした音声言語デ

ータベースである｡その詳細については別途文献

を参照いただくか【1,2]､本大会におけるデモンス
トレーションを参照いただくとして[3]、ここで

は今回の研究に関係する特徴だけを説明する。

CSJには全体で700万語（単位は後述する短

単位、時間にして約640時間）の自発音声が格

納されている。内容の大半はモノローグであり、

具体的には10種類の学会における口頭発表の音

声（以下、学会講演）と、年齢と性別をバランス

させた一般話者による日常的なスピーチ(模擬講

演）の二種類が中心をなしている。

CSJでは、この700万語に対して、A)音声そ
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2．2分析の対象

今回の分析では上述の88万語のすべてを対象

とするのではなく、名詞だけを対象とした。品詞

が名詞である短単位のうち､基本形が片仮名で与

えられているもの（外来語と和製英語）は、基本

形表記に長音符（｢－｣）を含むものを分析の対象

と認定した。基本形が漢字で与えられている語

（本研究の範囲ではすべて漢語）の場合､上述し

たRDBには、国語辞典の見だしに該当する「読

み」の情報が与えられているので、これを利用し

て長母音を有する可能性のある語を選定した｡具

体的には読みを擬似的な音素列に変換し､そこに

/ei/,ﾉovJ,/aaﾉ,ﾉbo/,/uu/,などの母音連鎖を生じ

る項目を候補とした。抽出された候補には､笠者

が目を通し､実際に長母音として発音されうるこ

とを確認した。

次に、全候補語の頻度統計をとり、データベー

スにおける出現頻度が20以上の語だけを対象と

して採用した。この基準を満たす分析対象は、異

なり語数で556語（短単位)、延べ語数で47,886
語であった。ただしこの中には「パラメーター」

「統計｣のように複数の長母音を含む語が含まれ

ている。長母音の総数は55,282個であった。

表1は、上記の47,886語を講演の種別と話者

の性別によってクロス集計した結果である｡学会

講演では模擬講演に比べて外来語や漢語が多用

されるために長母音数が多く出現する傾向があ

る。また学会講演には女性話者が少なく、模擬講

演には男性が少ないことに注意。2

表1講演種別と話者性別による語数の分布

98講演)(61
】－hF

3．データの分析

3．1外的要因の分析

最初に言語外的要因（社会的要因）の分析をお

こなう。表2に話者の性別ごと、表3に講演の種

別ごとの長母音短呼率を示した｡どちらの要因も

短呼率に影響を与えていることがわかる｡一元配
置分散分析の結果､いずれも統計的に有意な差で

あることが確認される(各表下に分散分析の結果

2今回利用したデータではこのように性別がば
らついているが､模擬講演全体では男女はほぼ同

数となる。同じく年代も20代から60代までほ
ぼ同数となる。

を示す。以下同様)。

発話速度の影響を表4に示す｡発話速度の計算
は以下の方法によった。CSJの書き起こしテキ

ストは200ms以上のポーズによって転記単位に

分割されており、各転記単位にはその開始時間と

終了時間が記録されている｡また転記単位に含ま

れる発話のモーラ数は､発音形から導くことがで

きるので､これらから転記単位ごとの平均発話速

度（単位は[mora/sec])を計算できる。ただし、
平均発話速度をそのまま利用するのは不便なの

で､表4では発話速度データを順位情報によって

下位から、最小値～第一四分位数､第一四分位数

～中央値、中央値から第三四分位数､第三四分位

数～最大値の4クラスに分類し、それぞれに1，
2，3，4の数字を与えている。数字が大きいほ

ど発話速度が上昇する。

表4の分散分析結果は有意となっているが､発

話速度と短呼率の間に線形関係を看取すること

は難しい。

表2話者の性別による長母音短呼率の変動

(中央2列の数字は該当するサンプルの数｡表下

部の丸括弧内は一元配置分散分析の結果）

黄性146496424．20，

(DF=1,F=68.41,PC0001)

表3講演の種賜りによる長母音短呼率の変動

36311907

10．03［

(DF=1,F=334.26,P<､0001)

表4発話速度による長母音短呼率の変動

11491459384％

11639338282％

11669365303％

(DF=3,SS=0.69,MS=0.23,F=7.40,P<.0001)

話者の生年代による短呼率の変動を図1に示

す｡横軸は話者の生年を西暦年代によって示して

いるので､左から右にかけて年齢が低下する。年

齢の低下につれて、男性の場合、短呼率が緩やか

に上昇する傾向が観察される。女性の場合､1930

年代生まれの話者(4名）の短呼率が著しく高く、

男性とは異なったパタンを示している｡年代と性

別による二元配腫分散分析の結果は、いずれの主
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で 一

効果も有意(P<.001)、交互作用も有意(P<.005)
であった。

89語、漢字語が455語であった。

表6に分析結果を示す｡片仮名語における短呼
率は漢字語よりも顕著に高い。

÷女性寺男性8．0

表6語種による短呼率の変動
6.0 ‐ー守寺守守‘■■｡■‐申凸守申守寺■■毎画。‐。一・一一守幸‐■■。。■・▲卓令卓一÷幸毎一一寺〃．．．■凸．。□

5 934543；38％
4.0 ロ｡■幸■■⑧｡．‐心中や争．寺ロマーュー十＝申・■－■一寺・■■－．．－。一一一隼・口守・■■・■・－■由｡全一一寺

Ⅱ 14n59

(DF=1,SS=22.81,F=841.01,PC0001)
2.0 争ワロ●寺■●■I■争一

3.2.2語中の位置

短単位の内部における長母音を含む音節の位
置による短呼率の変動を分析した。「スピーカ

ー」「性能｣のように複数の長母音をもつ場合は、
各長母音を別個に分析対象としたので､全体のサ

ンプル数は55,282に増加している。表7が集計

結果である｡短単位の語頭に長母音が位置する場
合に短呼率が顕著に低いことがわかる。

表7語内部の長母音位置による短呼率の変動

0．0

1920s1930s1940s1950s1960s1970s)1980s

図1話者の生年代（横軸）と長母音短呼率（縦
軸,％）話者の性別ごとに表示

外的要因として、最後に、話者の「笑い」を取

りあげる。笑いの頻度は、その講演がどの程度リ

ラックスした状況でおこなわれているかを知る

ための測定値となると考えられる。CSJの書き

起こしテキストには､講演者が笑いながら話して

いる場合と、発話はせずに、ただ笑声を発してい

る場合とが別のタグによって記録されている[5]・
今回は前者を分析対象とし､分析対象の長母音が

含まれている転記単位のなかに(笑)というタグ

が出現した回数で分類する（表5)。

表5笑いの頻度による短呼率の変動

讃I短匝

2242921

211883

I]q9

(DF=2,SS=28.63,MS=14.31,F=530.69,P<.0001)

3.2.3単純語と複合語

語構造の影響を検討するために､まず単純語と

複合語との相違を検討した。CSJでは短単位と
長単位による二種類の形態論的情報を提供して

いる。これらを比較して、当該短単位がそのまま

長単位となる場合（例「この／データー／が｣）

は単純語､短単位が長単位の一部に含まれる場合

（この／データー構造／が)を複合語と認定した。
表8に結果を示す｡単純語の短呼率が複合語よ

りも高いことがわかる。

4592015083．18％

412357．83％

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ

IⅡI

(DF=2,SS=1.00,MS=0.20,F=16.09,P<.0001)

（笑)の頻度が2の場合はサンプル数が少ない

が、頻度0と1を比較すると、（笑）がある場合

に短呼率が上昇することがわかる。１
１ 表8単純語と複合語による短呼率の変動

3．2内的要因の分析

次に言語内的要因(言語的要因)の検討に進む。 毒噂雲匿婁匡毒
3.2.1語種

今回対象とするデータの語種は片仮名語(外来

語）と漢字語（漢語）に大別できる。「母さん」
「婆さん」のような長母音を含む和語は、データ

ベースでの出現頻度が低いために2．2に述べた

データ選択の過程で脱落してしまった｡アルファ

ベット語(NHK,NTT,ATR,LPC等）は片仮名
語に含めることにする。混種語が2例（｢格フレ

ーム」と「スキー場｣）認められたが、これは語

種の分析対象外におく。異なり語数は片仮名語が

(DF=1,SS=5.77,F=210.91,PC0001)

3.2.4複合語内の位置

続いて複数の短単位から構成される複合語(長

単位)において対象長母音を含む短単位が占める

位置の効果を検討する。位置は、語頭（｢データ

ー解析｣)､語中(｢統計データ三解析｣)､語末(｢音
声室三豊二｣）の三種に分類した。表9からは語
頭位置における短縮率がそれ以外に比べて低い
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ことがわかる。

唇9複合語内の短単位位置による短呼率の変閏

詞I短陽 露Ipドありl短l坪率

14 3 1 2 1 6 1 1 ． 1

■■ 2204

(DF=2,SS=2.81,MS=1.40,F=79.16,PC0001)

3.2.5先行特殊拍

今度は音韻環境の問題をとりあげる｡最初に対

象となる長母音に先行する特殊拍の影響をとり

あげる。この問題に関して文献[6]は擬音と促音

の影響を指摘しているが、ここでは長母音の影響、

も検討する｡いわゆる二重母音についてはその外

延が明確でないために今回は対象外とした。

短単位内部で当該長母音に先行する特殊拍の

有無および特殊拍の種類による短呼率の変動を

表10に示した。

特殊拍が長母音に先行する場合､短呼率が顕著

に上昇している。ただし長母音･嬢音に比較する

と促音の効果は小さい。

表10先行特殊拍による短呼率の変動

短 l P ド あ り l 短 I 呼 率

長49173759

捜音 6 3 90699986％

促164746

ﾕI／H1 WlH‐04％

(F=3,SS=62.87,MS=20.95,F=795.27,P<.0001)

表11アクセント核による短呼率の変動

|)710－74恥

(DF=1,SS=8.23,F=300.91,PC0001)

3.2.6アクセント核

対象となる長母音がアクセント核をもつか(有

核）もたないか（無核）による差を調べた。長母

音を含む短単位が有核語であっても､対象長母音

自体が核をもっていなければ無核に分類する。

アクセント核の有無は､厳密には個々の音声を

聴取しないと決定できない。しかし、今回は簡便

法として､アクセント辞書情報によって異なり語

のアクセント位置を決定し､その語に属するすべ

てのサンプルにその位置を適用した｡アクセント

辞書[6]に複数のアクセント型が記載されている

語は、これも便法として、最初に記載されている

型を採用した。辞書に記載されていない語(多く

は工学系学会講演の専門語)の型は筆者が内省に

,よって決定した。

結果を表11に示した。無核の長母音の短呼率

が有核長母音よりも高いことがわかる。

3.2.7後続短単位の品詞

内的要因として、最後に、後続する短単位の品

詞別に短呼率の変動を検討する。CSJの短単位

には大分類で12の品詞（ほぼ学校文法に準拠）

が付与されているが、そのうち出現頻度が1000

を越す品詞は個別に､それ以外はまとめて集計し

た。結果を表12に示す。

名詞に後続するという環境から容易に予測さ

れるように、助詞の頻度が最も高い。

助動詞が後続するのは､ほとんどが名詞述語句

（名詞十ダ）であり、動詞が後続するのは、ほと

んどがサ変動詞（名詞十スル）である。

名詞が後続するのは、複合語の非語末位置（表

9の「語頭」と「語中｣）が多いが、その他に名

詞で一旦言い切り、名詞で始まる構文（｢海外旅

行､大学四年の時に…｣や名詞を列挙した構文｢政

治、経済、宗教…」も含まれている。3

表12後続短単位の品詞による短呼率の変動

短I坪ありI短I坪星

236371099 44

21151．21N

51250．54

676247

(DF=11,SS=13.04,MS=1.18,F=43.45,P<､0001)

4．考察

4．1外的要因の考察

外的要因のうち講演種別、話者性別、（笑)の3

要因に短呼率への顕著な影響が認められた。これ

らが相互にどう関係しているかを考察する。

上記3要因のうち(笑)は、既に述べたように講

演者がどの程度リラックスしているか(くつろぎ

度）の外的指標である。また、講演者は模擬講演

においては学会講演よりもリラックスして話し

ていると思われる。そのため、両要因間には一定

の相関が存在するものと予想される。一方､講演

者の性差と短呼率との間に直接的な因果関係を

想定することは難しい。

こうした問題を検討するために「講演」＊「性

差｣＊｢(笑)｣の三元配置分散分析をおこなった。

交互作用項は、「講演」＊「性差｣、「講演」＊

3表12の集計では上述の4品詞以外は｢その他」

としているが、分散分析では12品詞を要因とし

て採用したので、自由度が11となっている。

－46－



「(笑)｣、「性差」＊「(笑)」の三種をモデルに取

りいれた。表13に結果を示す。

表13の結果は非常に興味深い。主効果として

は「性別」も「講演」も有意差を示しておらず、

ただ(笑)にだけ1％水準の有意差が認められる。

一方、交互作用項では、「性別」＊「講演」に1％

水準、「謂演」＊「(笑)」に5％水準で有意差が認

められる。

真の外的要因は講演者のくつろぎ度であると結

論できる｡講演種別や性差による短呼率の変動は、

くつろぎ度との交互作用の結果生じる表面的な

効果にすぎないと判断できる。
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表13外的3要因の分散分析4
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図2（笑)と講演種別の交互作用

横軸は転記単位あたりの(笑)の数。縦軸は短呼率。
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それでは、講演と(笑)、講演と性別の間にはど

のような交互作用が存在しているだろうか｡まず、

図2に(笑)と講演種別の関数としての短呼率の

変動を示す｡学会講演には(笑)=2のサンプルが欠

損しているが、（笑)=0と(笑)=1の間の変動は、

模擬講演の方が学会識演よりもはるかに大きい

ことがわかる。つまり模擬瞬演においては、講演

者のくつろぎ度が短呼率により敏感に反映する

のである｡別の角度から輪じれば､学会舗演では、

話者のくつろぎ度が上昇しても､それが短呼率に

反映するのを抑圧する何らかのプロセスが存在

しているものと思われる。おそらく、学会発表で

はあまりくつろいだ様子を見せてはならないと

いう社会的な規範が存在しているのであろう。

次に図3は性別と講演の関数としての短呼率

の変動である。講演種別による変動は､女性にお

いて殊に顕著に生じていることがわかる(学会講

演だけに注目すれば短呼率の性差はほとんど観

察されない)。性差はそれ自体が短呼率に影響し

ているのではなく、話者のくつろぎ度の変化を増

幅する機能を果たしているのだと解釈できる。5

以上の分析から短呼率に影響を及ぼしている

女 性 男 性

図3．講演種別と話者性別の交互作用

上に述べた解釈は､長母音の短呼は発話スタイ

ルの低下した発話に生じる現象だという、従来、

暗黙裡に抱かれてきた認識を精密化したもので

ある。発話スタイルという規定の暖昧な（また分

析において循環論に陥りやすい）概念に替えて、

(笑)という客観的な現象によって測定可能な話

者のくつろぎ度という（おそらく1次元の）変数

に因果関係の本質を見出す点にこの分析の新し

さがある。

ちなみに、文献[8]は、発話スタイルと長母音

の短呼に関する上述の認識を､スタイルの高い発

話には短呼は生じないとまで拡張して理解して

はならないことを､テレビの教養番組における発

話の分析に基づいて指摘している。しかし文献

[8]は発話スタイルの高低と短呼率の間に相関が

存在すること自体は否定していないから､今回の

分析結果と矛盾するわけではない。

4今回のデータはアンバランスであり、交互作用

項の影響も考慮にいれるので、偏差平方和(SS)

はSASのTypelllで計算している。
5ここで､女性が男性よりも心理状態の変化に敏

感なのは何故かという疑問が生じるであろう。こ

れは性役割など社会心理学の領域に属する問題

である。今は考察の対象から除外する。
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4．2内的要因の考察

3節でとりあげた7種類の内的要因(語種､語

中の位置、単純語と複合語、複合語内の位置、先

行特殊拍、アクセント核、後続短単位の品詞）に

は、すべて高い有意差が認められた。これらの要

因間に､外的要因に認められたような依存関係が

存在するかどうかを知りたいのであるが、7種類

の要因すべてを含む分散分析モデルは､交互作用

が複雑になりすぎて現実的でない。

以下では専ら言語学的な観点から分析をおこ

ない､統計的モデリングには拘らないことにする。

表14短単位内の位置による長母音の有核率

矧
報
制
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， 表15語中位置と核の有無 の変動

錘
－
０
－
０

4.2.1外来語アクセント規則の関与

外来語（本稿の「片仮名語」の大部分）のアク

セント位置はかなりの程度予測可能であること

が知られている。統計的にみると、3モーラ語で

は第1モーラに､4モーラ語では第2モーラに核

がおかれるのが基本である｡語末から3番目のモ

ーラを含む音節と表現するのが適当である[9]。

ここで重要なのは､上の原則に従って核が付与

されると、「ニュ司一ス」「デ司一ター」「パラメ可

一ター」のように、長母音で終わる外来語の語末

長母音には核が生じないことである。6

さて、既に確認したように、核を担わない長母

音は短縮しやすく（表11)、また語末(短単位末）
位置でも短縮が生じやすい（表7)。そのため外

来語においては､アクセント規則と核の有無の効

果との相乗効果で､語末における短呼率が上昇し

ているという仮説が浮かびあがってくる。

表14は、長母音がアクセント核を有する比率

が､短単位中の長母音の位置によってどう変動す

るかを語種に分けて示している。7

片仮名語の場合､語末における有核率が他の位

置に比べて顕著に低いことがわかる(漢字語の場

合､アクセント規則がどう関与しているかは未詳

であるが､語末の有核率が語頭に比べてやや低く

なっている。この分布も語末における短呼率の上

昇に多少は寄与しているかもしれない)。

表15には語種および短単位内の位置による短

呼率の変動を示した｡語種によらず､位置によら

ず､短呼率は有核の場合に低く、無核の場合に高

いというパターンが一貫して観察される。

表16語種＊語中位置＊核の有無の分散分析

毒
10930933648＜00（ロロ

位澄2157778831086＜00【

核11338133852765＜00（
垂＊

272936514371＜00（
付置

7.5517.55297.70 Ⅱ11

11．415．70224．90 ⅡⅡ

‐Z6ZH6－4Z【】【】【

最後に「語種」＊「語中位置」＊「核の有無」

の三元配置分散分析をおこなった（表16)。すべ

ての主効果および交互作用項に有意差が認めら

れる。これは、三つの要因はそれぞれ単独でも短

呼率に対する効果をもっているが､要因が組み合

わされることによる効果も存在しているという

結果である。

上述の仮説が成立しうることが､統計的観点か

ら示唆されていると解釈してよい結果であると

言える。

4.2.2アクセント核と長母音の知覚の関係
6今回のデータで末尾に有核の長母音をもつ語

上の仮説に関して､音声学的見地からの検討が

関場言藷願忌騨燭刷；鱒漂鯛繍穂裟?鶏舎に鐘
ようなアルファベット連鎖からなる語の末尾の

長母音には規則的に核が付与される。 核の知覚と母音長の知覚の間には､自然な関係

7語中位置に長母音をもつ漢字語は「視聴覚」，が存在している。先ず、アクセントの側から考え
語だけであった。 ると、日本語のアクセントを知覚するためには最
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低2モーラが必要とされる。つまり、或るモーラ

に核が付与されているだけではなく、そのモーラ

に別のモーラが後続することが必要である。

東京語の場合､核は長母音を含む重音節に付与

されるから､核知覚のために必要とされる後続モ

ーラとは要するに長母音の後半要素である。

この現象を反対に長母音の側から眺めると､長

母音の候補を含む音節にアクセントが知覚され

るならば､その音節に含まれる母音は長母音であ

るという推論をおこなうことができる｡今回のデ

ータに観察された長母音と核の顕著な相関の背
後には､このような日本語の音声学的な特性が反
映していると想像される。

ちなみに東京語のアクセント核は､促音および

嬢音に関しても､それらを含む重音節に対して指

定されるから、長母音の場合と同様､核の知覚に
よって促音ないし媛音の存在を推測することが

可能である。しかし、促音と披音の場合、同一重

音節に属する先行母音と特殊モーラとでは音質
が相違しているから､知覚における核の重要性は、
長母音よりも小さいと考えられる。

また東京語では､アクセント句が長母音ないし

嬢音を含む重音節で始まる場合､句頭におけるピ

ッチの上昇幅が､それ以外の場合に比べて小さい

ことが知られている（｢叔母さんが」と「大場さ

んが」を比較せよ)。この現象は、長母音に対す

る核の効果と類似した現象である。

つまり核の場合と同様､聞き手はピッチの差異

によって母音の長短を予測することができる｡東

京語がこの種の音声規則を有しているのは､語頭
においては母音の長短の知覚が他の位置よりも
重要であり、また困難でもあることに起因してい

ると考えられる（次節の議賎も参照)。

後部)では音韻情報を正確に伝達する必要が低下
し､それが長母音の短呼率を上昇させると考えら
れる。

なお､この仮説は同時に長短両単位の語頭にお

ける短呼率の低下(表7，帥も説明できることに注

意してほしい｡語頭では知覚に利用できる音韻情

報が全く存在しないから､音韻特徴が正確に実現
されるのが自然である。

4.2.4語種・頻度・親密度

漢字語（漢語）よりも片仮名語（外来語）の方

が､長母音の短呼率が高いと広く信じられている。
実際､今回の分析でも統計的な有意差が確認され
た（表6)。

しかし､短呼率が高い語がおしなべて片仮名語

4．23単語知覚と語中位置の関係

語末で長母音の短呼が生じやすいことは従来

から指摘されている[6,10]。しかし、その原因は

説明されていない。4.2.1節では、外来語アクセ

ント規則により語末の短呼率が上昇するメカニ

ズムを提案したが､それだけでは語末の特異性を
説明しきれない。

語末の特殊性を成立させている原因は､単語知

覚が成立するタイミングにも関係していると思
われる。

単語知覚の成立に必要な音韻情報は語頭から

語末に接近するにつれ増大してゆくが、その際、
語末に到る以前の時点で単語を一意に決定する

に足る情報が供給されることもある(単語知覚に
関するcohortモデルではこのタイミングを

語末に接近するにつれ増大してゆくが、その際、単語親密度との相関も認められない。文献[11］
語末に到る以前の時点で単語を一意に決定するに登録されている異なり語を対象に相関を計算
に足る情報が供給されることもある(単語知覚にすると、文字親密度との相関は片仮名語(46鋤
関するcohortモデルではこのタイミングをで-0.157、漢字語(232詞で0.032、音声親密度
uniquenesspointと呼んでいる[12])。この種のとの相関は片仮名語で-0.106、漢字語で0.035

語の語末（より正確にはuniquenesspointよりであった。
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親密度の計算に利用できた語数が少ないが､頻

度や親密度のような語のいわゆる機能的な側面

との相関は､データを全体として眺めるかぎり存

在していない。8

5．2自発音声コーパスの有効性について

自発音声コーパスの音声変異研究に対する有

効性は､外的要因の検討において顕著に示された。

(笑)のように変数は、朗読音声コーパスには含ま

れることがなく、社会言語学の面接調査でも記録

されることがないか、稀であろう。

内的要因の検討においても、従来、直感的に、

あるいは漠然と関与が示唆されてきた要因につ

いて､要因単独での効果の有無を明確にすること

ができた。

今回利用したデータはCSJ全体の1ﾉ7程度で

ある。今後、データ堂の増大による新たな進展が

期待できる。また、現在作業中である分節音とイ

ントネーションのラベリングが終了すれば､発話

の韻律構造との関係など､新しい観点からの分析

も可能になる。

今後は長母音の短呼に限らず､日本語の音声変

異について広く検討してゆきたいと考えている。

4.2.5その他の内的要因

その他の内的要因については､まだ十分な考察

ができていない｡現段階で気づいた問題を述べる

にとどめる。

●先行特殊拍

短単位中に先行する特殊拍が存在する場合に

短呼率が上昇することは文献[6]でも示唆されて

いるが、今回はその効果が鮮明に観察された。こ

れは一種の異化現象であると考えられるが､何故

異化が生じるのかは不明である｡音節の長短の配

鯉から生じる日本語のリズム構造が関係してい

ると思われるが、分析は今後の課題である。
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●後続短単位の品詞

名詞に助動詞が後続する場合､およびサ変動詞

として用いられる場合に短呼率が低いことが表

12に示されていた。要するに名詞が述語をなす

場合に短呼率が低いということである。

述語は日本語における文の主要部であるから、

情報処理上の焦点となる環境においては短呼率

が低下するという仮説をたてられるが｡この仮説

についても、詳細な分析は今後の課題である。

謝辞:CSJのデータ収録にご協力いただいた学

会および識演者の皆様に深く感謝いたします。
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5．結識

5．1長母音の短呼現象について

本稿ではCSJを利用して自発音声における長

母音の短呼現象を解析した。外的要因、内的要因
とも､短呼率と有意に関係する多くの要因が抽出

された｡従来から関与が指摘されてきたものもあ

るが、新規に発見された要因もある。

このうち外的要因については、（笑）の数によ

って測定される話し手の心的状態が､講演の種別

や性差との交互作用を通じて､表面上複数の要因

を生み出していることが明らかになった。

一方、内的要因については、アクセント核およ

び外来語アクセント規則の関与を確認し､単語知

覚のcohortモデルの関与についても仮説を提案

した。ただし、今後の検討が必要な要因も残され

ており、まだメカニズム全体の解明に成功したと

は言えない。 Ｊ
１
Ｉ
ｌ

8個人レベルでは存在しているかも知れないが、
それを客観的に知る方法がない。
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